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質問順 1

氏

名
玉 城 義 彦

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 介 護 予 防

事 業 に つ

いて

令和７年７月１７日付け厚生労働省老健局長から

各都道府県知事あてに「地域支援事業の実施につ

いて」の一部改正について、令和７年４月１日より

適応との通達がなされた。「地域支援事業は、被保

険者が要介護状態又は要支援状態となることを予

防し、社会に参加しつつ、地域において自立した日

常生活を営むことができるよう支援することを目

的とし、地域における包括的な相談及び支援体制、

多様な主体の参画による日常生活の支援体制、在

宅医療と介護の連携体制及び認知症高齢者等への

支援体制の構築等を一体的に推進するものであ

る。」とされている。 

 

(1) 一部改正によって変更された事項と従来実施

されていた事業への影響および対応について

質問する。 

 

(2) 介護予防総合事業を実施している町内事業者

の内、いくつかの事業者が令和８年度から事

業を終了するため、利用していた方が行き場

に困っているとの話を聞いている。地域支援

事業の一部改正の影響があったのか質問す

る。 

 

(3) 厚生労働省が公表している「介護予防・日常

生活支援総合事業について（概要）」の中で、

総合事業の充実のための具体的な方策として

市町村がアレンジできるよう多様なサービス

モデルを提示とあるが、具体的な事業計画が

あるのか質問する。

町 長
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質問順 1

氏

名
玉 城 義 彦

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 2. 高 齢 者 福

祉 の 推 進

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 汚 水 処 理

について

施政方針では、高齢者福祉の推進について、高齢者

が尊厳を保ち「生きがい」、「元気」、「安心」に満ち

た町づくりを目的に「自助」、「互助」、「共助」、「公

助」の周知に努め、町民・地域・行政がそれぞれの

役割を担い、一人一人が住み慣れた地域で安心し

て暮らせる町づくりを推進するとある。 

 

(1) 「自助」、「互助」、「共助」、「公助」の周知に努

めるとあるが、それぞれの内容と周知方法につ

いて質問する。 

 

(2) 町民・地域・行政のそれぞれの役割について質

問する。 

 

八重瀬町内においては近年の人口増加や大型商業

施設の立地に伴い処理量の増加への対応が課題と

なっている。 

 

(1) 八重瀬町に登録している汚水処理事業者の現

状について質問する。 

 

(2) 公共施設（農村・漁村排水事業を含む）・大型

商業施設・個人住宅（集合排水を含む）の汚

水処理の現状について質問する。

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 1

氏

名
玉 城 義 彦

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 4. 職 員 の 教

育 環 境 に

ついて

八重瀬町の発展のために職員の資質向上は重要だ

と強く認識している。 

 

(1) 現場での指導を含め教育環境の現状について

質問する。 

 

(2) 一般職、管理職それぞれの研修内容と実施状

況について質問する。

町 長 

教 育 長
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質問順 2

氏

名
平 良 真 也

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. ゆ が ふ 製

糖 建 て 替

え と サ ト

ウ キ ビ 振

興 に つ い

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. セ グ ロ ウ

リ ミ バ エ

対 策 に つ

いて

本町のサトウキビは、東風平・具志頭地域の農地を

守り、農家所得を支えてきた基幹作物であります。

現在、沖縄本島唯一の分蜜製糖工場であるゆがふ

製糖の建て替えが進められております。しかしな

がら、工場が整備されても原料となるサトウキビ

の生産量が維持拡大されなければその効果は十分

には発揮されません。本町のサトウキビ振興策を

伺います。 

 

(1) 新工場建設の進捗状況について伺います。 

 

(2) 過去５年間の生産量の推移について伺います。 

 

(3) 担い手育成について伺います。 

 

本町では去年の１０月末に採取された作物からセ

グロウリミバエの寄生が確認されました。現場の

農家、生産部会からは一度入ったら終わり、出荷が

止まれば経営が成り立たないという不安な声が上

がっています。農家以外にも注意が求められてい

るが本町の対策について伺う。 

 

(1) トラップ設置状況について伺う。 

 

(2) 不妊虫の状況について伺う。 

 

(3) 関係機関との調整について伺う。

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 2

氏

名
平 良 真 也

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 3. 老 朽 化 ハ

ウ ス の 補

強 改 修 に

よ る 農 業

振 興 に つ

いて

沖縄型耐候性園芸施設ハウスの整備を進め、野

菜・花きの生産拡大と農家所得向上に大きな成果

を上げてきました。しかし現在、整備から１５年以

上経過したハウスが増加し、老朽化が急速に進ん

でおります。本町の振興策について伺う。 

 

(1) 国・県事業を活用した改修メニュー導入に向け

た取組状況について伺う。 

 

(2) 町内老朽化ハウスの実態調査の実施について

伺う。

町 長
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質問順 3

氏

名
上 原 勝 彦

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 旧 具 志 頭

多 目 的 広

場 整 備 に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 国 道 507

号 事 業 計

画 に つ い

て

(1) 当初の経緯、目的について伺う。 

 

(2) 広場土壌調査の事業費、進捗について伺う。 

 

(3) 令和 8 年 2 月 24 日(火)に実施された企業誘致

住民説明会で町民への理解度の成果を伺う。 

 

(4) 企業誘致に(株)ゼンショーホールディングス

と発表された予定企業との事業工程の説明を

伺う。 

 

(5) 具志頭運動公園整備をどう進捗していくか、構

想を伺う。 

 

(1) 事業計画の着手年度が平成 20 年度、完成供用

予定が平成 28 年度であった。それから令和 6

年完成供用に変更され、現在の進捗率は約

54％で滞っている。国道 507 号の事業は令和

8 年 1 月 25 日投開票の町長選挙で町づくりの

論点のひとつとして論争になった。早期供用開

始に向け、町長の決意を伺う。 

 

(2) 令和 6 年度、令和 7 年度の整備状況を伺う。 

 

(3) 令和 7 年度末での用地の取得状況を伺う。 

 

(4) 沖縄県から今後の 507 号事業計画の調整状況

を伺う。（用地取得予定含む） 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 3

氏

名
上 原 勝 彦

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 3. 水 産 業 振

興 に つ い

て

(1) 浜の活力再生プランの港川漁業協同組合との

進捗状況を伺う。

町 長
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質問順 4

氏

名
野 原 邦 男

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 南 米 か ら

の招待状 

 

 

 

 

 

 

 

2. 海 外 移 民

200 周 年

にむけて

次の招待状が八重瀬町長宛てに届いていると思う

が、記念式典に参加予定はあるか。 

 

(1) 2026 年 7 月ブラジル・サンパウロ市で行われ

るブラジル沖縄県人会創立 100 周年記念式典。 

 

(2) 2026 年 10 月ペルー・リマ市で行われる沖縄

県人ペルー移住 120 周年記念式典。 

 

(1) 新垣安弘町長は町長選挙の時から「八重瀬町の

30 年先、50 年先を見据えた仕組み作りを今か

ら始めなければならない」と訴えていた。八重

瀬町からも戦前、戦後を通して多くの方々がハ

ワイ、ペルー、ブラジル、ボリビア、アルゼン

チンなどの海外へ移民している。海外移民 200

周年を見据えた海外の町人会との交流につい

て、八重瀬町として今から取り組む具体的な仕

組み作りはあるか。

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 4

氏

名
野 原 邦 男

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 3. 令和8年度

施 政 方 針

から

「観光振興については、新たな観光事業の産業化

を推進していくため、引き続き地域おこし協力隊

を採用し、町内における民泊事業者の掘り起こし

調査や計画などの仕組みづくりを、観光物産協会

や観光関係団体と協力しながら取り組んでまいり

ます」とある。民泊に関して令和６年度の実績を伺

う。 

 

(1) 町内の民泊事業者の数。 

 

(2) 町内の民泊事業者が引き受けた総数（何件で何

名）。 

 

(3) 民泊による町内へのおおよその経済効果。 

 

(4) 八重瀬町から民泊事業者に支援している事項

があればその実態。

町 長
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質問順 5

氏

名
島 袋 稚 菜

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 保 育 行 政

について

(1) 現在の八重瀬町内における待機児童数を伺い

ます。 

 

(2) 保育士不足解消のために八重瀬町で行われて

いる政策とこれまでの成果について伺います。 

 

(3) 沖縄県が実施している「子ども支援員制度」に

ついて、八重瀬町での実施状況について伺いま

す。 

 

(4) こども誰でも通園制度について、八重瀬町では

利用できる保育施設が現在 1 か所しかありま

せん。その理由として、制度を実施する上での

明確なマニュアル等がないことへの不安の声

があがっていますが、町としてこの制度をどの

ように運用していく予定か、現時点での詳細に

ついて伺います。 

 

(5) 保育園の園外活動におけるバス利用について、

町内で活用できる車両や助成金等があるのか

伺います。

町 長
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質問順 5

氏

名
島 袋 稚 菜

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 2. 育 休 中 の

保 育 園 利

用 時 間 に

ついて 

 

 

 

 

 

 

3. 放 課 後 子

ど も 教 室

について

(1) 現在、第 2 子以降を出産後、それまで保育標準

時間で通っていた上の子たちの保育時間が短

時間保育に切り替わるという仕組みがありま

す。しかしそのタイミングや条件は自治体によ

って様々となっており、国で定められた厳格な

ルールはありません。八重瀬町では、いつ頃か

ら短時間保育になるのか、また家庭の状況によ

ってどのように対応しているのか現状につい

て伺います。 

 

(1) 現時点で決定している詳細と今後の実施計画

について伺います。

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長
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質問順 6

氏

名
渡 嘉 敷 真 治

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. ス ク ー ル

バ ス に つ

いて

字世名城在住の 70 代女性の方から、先日、東風平

小学校低学年の女の子が、世名城と東風平の中間

ぐらいの道で雨天の中、泣きながら歩いているの

を見た。訳を聞くと、両親が仕事で迎えに来れない

ため世名城の家まで歩いて帰る途中だったとのこ

とであった。両親が共働きで、小学校の送迎ができ

ない家庭は少なくないと思う。その様な家庭のた

めにもスクールバスの運行を提案してほしいとの

相談を受けた。字世名城公民館前から東風平小学

校校門までの距離は最短の道路で約 2 ㎞であり、

字世名城バス停から世名城公民館までの距離は約

500m である。字世名城バス停は、字世名城集落の

南端から約 200m 離れていて、児童が通学に路線

バスを利用しているのは見たことがない。字世名

城集落北端と字東風平集落南端は、約 1km 離れて

いて、その間の道路沿いはほとんどがサトウキビ

畑となっている。上記 1km の間は住宅地域から離

れていることから変質者出現の報告もある。 

　以上の事を踏まえ、町として、下記地域への見

解、対応を伺う。 

 

(1) 字世名城地域への対応を伺う。 

 

(2) 児童の路線バス利用者がいない通学環境と住

宅地域に沿っていない通学路がある環境とよ

く似た字高良地域への対応を伺う。 

教 育 長
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質問順 6

氏

名
渡 嘉 敷 真 治

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 2. 防 犯 灯 に

ついて

各自治会には、夜間の防犯効果のため電柱等に防

犯灯が設置されているが、その管理は各自治会に

任されている。防犯灯の照明球の寿命は数年であ

り、数年で照明球の取り替えが必要となる。取り替

え作業を業者に委託すると 1 基あたり数千円かか

るので、多くの自治会では、区長や自治会長が自ら

取り替え作業をしているのが実情である。防犯灯

の設置位置は、3～5m の高さにあるので梯子をか

けての作業は危険極まりないものである。過去に、

梯子から転落し、死亡した事例や怪我をした事例

が数回あり、各区長や自治会長の悩みとなってい

る。取り替え作業を区長や自治会長任せにすると

現状のまま推移することは必然である。 

 

(1) 町としての対応を伺う。

町 長
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質問順 7

氏

名
豊 川 翔 平

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 道路事業 下記の道路について、町民から道路補修・アスファ

ルト舗装の要望がある。  

 

(1) 1 級町道高良線、株式会社はると前の北向け上

り車線が陥没している。陥没の深度が高く、大

型車両が陥没を避けるために道路中央線を越

えて走行しており、危険な状態である。早期の

補修は可能か。 

 

(2) 1 級町道西部線、字志多伯の県道 134 号線交

差点から 1 級町道高良線までの合流間で道路

損傷が見受けられる。補修の計画について伺

う。 

 

(3) 2 級町道具志頭桃原線付近の土地改良区で未

舗装の農道がある。県の農業農村整備事業等の

活用でアスファルト舗装は可能か。舗装の計画

について伺う。 

 

(4) 町内の土地改良区内で未舗装の農道が未だ点

在する。土地改良事業当時の背景や経緯を踏ま

え、未舗装の原因を問う。

町 長
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質問順 7

氏

名
豊 川 翔 平

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 2. 病児保育 本町における病児保育は 1 医療機関のみで実施さ

れ、病後児・体調不良児保育は１認可外保育施設の 

みとなっている。病児保育の利用料は全日 2,500 

円、半日 1,500 円であり、連日利用した場合、保

護者の経済的負担は決して小さくない。 共働き世

帯率の増加に伴い、子育て支援と女性の社会進出

を両立させる基盤的インフラではないかと思慮す

る。そこで次のことを質問する。 

 

(1) 病児保育の年間利用実績と利用希望に対する

充足状況。 

 

(2) 病児保育受け入れ施設数を増やす、または他市

町村で病児保育事業を行っている認可外保育

施設を誘致する考えはあるか。 

 

(3) 利用料の負担軽減制度(一部補助や所得区分で

段階補助)の創設は検討できるか。 

 

(4) 近隣自治体との広域利用補助制度の検討は可

能か。

町 長
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質問順 7

氏

名
豊 川 翔 平

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 3. 学 校 施 設

の 空 調 設

備、断熱性

確保

文部科学省の「公立学校施設における空調(冷房)設

備の状況調査」によると、八重瀬町内小中学校の普 

通教室、特別教室に対する空調設備の設置状況は

100％である。一方で、体育館に対する空調設備の

設置状況は 0％である。同省の「屋内運動場の空調

設備整備事業」という補助事業では、2 分の 1 国

庫補助であるが、断熱性確保に対する要件がある。

また、断熱工事に対する補助も本事業の対象とな

っていることを踏まえ、次のことを質問する。 

 

(1) 本町の体育館に対する空調設備設置の指針。 

 

(2) 本町の学校施設 ZEB 化への指針。および各教

室、体育館の断熱性確保に対する見解。 

 

(3) 町内各学校の普通教室、特別教室、体育館で遮

熱・断熱工事が実施された例はあるか。また、

今後予定される各学校教室増築整備事業のな

かに、遮熱・断熱工事は含まれているか。

教 育 長
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質問順 7

氏

名
豊 川 翔 平

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 4. 畜 産 業 の

臭気問題  

 

 

 

 

 

 

 

5. 投票様式 

去る 2 月 13 日、八重瀬町と南城市、畜産業者に

て OIST の研究である「養豚排水の原水・処理水

の同時処理装置」の視察が行われた。 

 

(1) 視察を終えて同研究に対する本町の評価。 

 

(2) 本町に同研究の実証実験を誘致することは可

能か。 

 

八重瀬町においては現在、候補者の氏名を記入す

る「自書式投票」が採用されていると承知してい

る。公職選挙法によると地方自治体の選挙であれ

ば、候補者名が記入されている用紙に丸やレ点を

記入する「記号式投票」を採用することが可能であ

る。 

 

(1) 令和 8 年 1 月 25 日に行われた八重瀬町長選

挙、町議会議員補欠選挙にて町職員が職務を終

えた時間帯は。また、投開票日翌日の働き方(始

業時間等に変更があるのか)を伺う。 

 

(2) 町職員の負担を減らすという観点から「記号式

投票」の導入検討について本町の見解を。

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 8

氏

名
宮 城 勝 也

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 保 護 猫 対

策 事 業 に

ついて

(1) 町長の SNS において発信された、ふるさと納

税を活用した保護猫対策事業は、町内外から大

きな反響を呼んだ。これは単なる話題性ではな

く、町民や寄附者が「この取り組みを今後どの

ように発展させていくのか」に強い関心と期待

を寄せている表れであると受け止めている。現

在、本事業は団体への支援という形で運用され

ているが、野良猫対策は公共衛生、生活環境、

福祉、さらには命の教育にも関わる横断的な課

題である。これだけの反響と寄附が集まった

今、本事業を団体支援の枠にとどめるのではな

く、町の行政事業として主体的に位置づけ直

し、個人で活動しているボランティアも含めた

仕組みへとアップデートしていく段階に来て

いるのではないかと考える。町として、本事業

を今後どのような位置づけで発展させていく

のか、見解を伺う。

町 長
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質問順 8

氏

名
宮 城 勝 也

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 2. 妊 産 婦 等

生 活 援 助

事 業 に つ

いて

国において、妊娠期から出産後にかけて、生活困難

や孤立等を背景に支援が必要な妊産婦を包括的に

支える制度として、「妊産婦等生活援助事業」が創

設されている。本町では、産後ケア事業や産前産後

ヘルパー事業、妊娠期包括支援事業等を実施し、妊

娠期から切れ目ない支援に取り組んでいるが、生

活基盤が不安定な妊産婦に対する支援のあり方に

ついて、改めて整理する必要があると考える。 

 

(1) 妊産婦等生活援助事業について、本町の認識及

び現在の実施状況はどうなっているか。 

 

(2) 本町において、産後ケア事業や既存の母子保健

事業では対応が難しい、生活困難や孤立を背景

とした妊産婦のケースが想定されるか。 

 

(3) 施政方針において「妊娠期から切れ目ない支

援」が掲げられている。生活困難層への支援に

ついて、本町としてどのような支援に取り組ん

でいるか。

町 長
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質問順 8

氏

名
宮 城 勝 也

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 3. 令和8年度

施 政 方 針

について

(1) 教育分野における施策の進め方と人材確保の

見通しについて 

令和 8 年度施政方針では、学力向上、不登校 

支援、部活動の地域展開、読書活動の推進など、

教育分野において多くの施策が掲げられてい

る。これらの施策は、制度として開始すること

自体が目的ではなく、現場で機能し、教職員や

関係者の負担が軽減され、子どもや家庭の安心

につながって初めて意味を持つものと考える。

また、今後は人口構造の変化や人材不足の進行

が想定される中、施策を支える人材の確保と、

現場への配慮が重要である。そこで、教育分野

における施策の進め方と人材確保の見通しに

ついて伺う。 

 

① 施政方針で示されている学習支援員、教育

相談員、外国語指導助手、読書指導コーデ

ィネーター、部活動地域展開に関わる指導

者など、教育分野における各種人材につい

て、どの程度の確保を見込んでいるのか。 

 

② 人材確保が難しい状況となった場合に、新

たな施策が教職員や学校現場の負担増に

つながらないよう、町としてどのような調

整や工夫を想定しているのか。

町 長 

教 育 長
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質問順 8

氏

名
宮 城 勝 也

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 (2) 行政 DX の取り組みについて 

令和 8 年度施政方針では、「本町ならではのデ

ジタル変革（DX）に挑戦し、業務プロセスの

ムダをなくすことを目指す」としている。その

具体化として、次の点について見解を伺う。 

 

① 町民対応の記録方法について 

　ア現在、窓口や電話等での町民対応はどのよ

うに記録・保存しているか。 

イ AI 等を活用した音声録音・自動文字起こし

システムの導入について検討の可能性はあ

るか。 

ウ職員と町民双方を守るため、やり取りの内　

容を正確に残す仕組みについてどのように

考えているか。 

 

② 外部との連絡手段の最適化について 

ア現在、議会議員や各種委員会委員など外部関

係者との連絡手段はどのように行われてい

るか。 

イ業務効率化および記録性向上の観点から、メ

ール活用や専用チャット等の活用について

検討の可能性はあるか。 

ウ連絡手段の統一やルール整理によって、時間

のロスや認識のずれを減らす取り組みにつ

いてどのように考えているか。
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質問順 8

氏

名
宮 城 勝 也

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 (3) 施政方針に示された土地利用及び人口構成の

変化に対する認識について 

令和８年度施政方針においては、「地域未来投

資促進法や国際物流拠点産業集積地域による

企業誘致の推進」「市街化調整区域における地

区計画制度の活用」「土地利用制度の検討」「人

口増加に伴う開発の進展」「自治会支援や地域

コミュニティ活性化の取り組み」「国籍等にか

かわらず活躍できる地域づくり」などが示され

ている。一方で、本町では住宅建設の増加や開

発の進展が見られる中、空き家の増加、地域間

の環境格差、固定資産税負担の増加、自治会加

入率の変化など、地域構造の変化も感じられる

ところである。そこで以下について町の認識を

問う。 

 

① 企業誘致や土地利用制度の見直しによる

開発推進と、地域コミュニティの現状との

関係について、町としてどのように整理し

ているか。 

 

② 人口増加や住民構成の変化が、固定資産税

や地域活動への参加などの住民負担に与

える影響について、町としてどのように認

識しているか。 

 

③ 今後、企業誘致や土地利用の推進に伴い、

住民構成の多様化が進む可能性もあるが、

地域自治との関係についてどのように考

えているか。
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質問順 9

氏

名
砂 川 泰 秀

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 放 課 後 児

童 健 全 育

成 事 業 の

放 課 後 児

童 対 策 パ

ッ ケ ー ジ

２ ０ ２ ６

について

(1) 多様な居場所づくりの推進が謳われています

が、その進捗状況を伺います。 

 

(2) 場所の確保で学校施設の積極的の活用が推奨

されていますが、状況を伺います。 

 

(3) 放課後子ども教室の進捗状況を伺います。 

 

(4) 新・放課後子ども総合プランで２０２３年度

末までに全ての小学校区で放課後子ども教室

と放課後児童クラブを一体的に又は連携して

実施するとの目標がありますが、本町での状

況と目標を伺います。 

 

(5) コミュニケーションスクールの実施計画を伺

います。

教 育 長
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質問順 9

氏

名
砂 川 泰 秀

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 2. 若 年 ひ と

り 親 運 転

免 許 取 得

助 成 費 に

ついて

(1) 県は若年のひとり親家庭を支援しようと令和

８年度予算に宿泊型就労支援拠点の設置を計

画し、運転免許取得向けた勉強だけではなく、

子育てや生活全般を支援する事業を行います。

本町でも若年ひとり親運転免許取得助成費の

予算を計上していますが、その助成費が受けら

れる基準を伺います。 

 

(2) この事業は「おきなわ子ども未来ネットワー

ク」が令和６年から始めた事業ですが「おきな

わ子ども未来ネットワーク」との連携を考えて

いるのか伺います。 

 

(3) この事業の運用計画を伺います。 

 

(4) 過去に八重瀬町でもこの事業を使って免許を

取得した方がいましたが、現在本町での対象者

は何名いるか伺います。

町 長



25 

 
質問順 9

氏

名
砂 川 泰 秀

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 3. 旧・具志頭

多 目 的 広

場 に お け

る 八 重 瀬

町 景 観 条

例 の 特 例

条 項 に つ

いて 

 

4. イ ン ク ル

ー シ ブ 公

園 に つ い

て

(1) 八重瀬町都市計画マスタープラン計画と多目

的広場の特例条項の整合性を伺います。 

 

(2) 八重瀬町景観委員会のどのような意見がでた

のかを伺います。 

 

 

 

 

(1) 施政方針の中に「障がいの有無によって分け隔

てられることのない社会の実現を目指し、障が

い者と共に暮らし、支え合う町づくりに努めて

まいります。」とありますがインクルーシブ公

園を設置する考えはないのか伺います。 

 

(2) 具志頭地域と東風平地域は「遊具がある公園」

では地域で分け隔てられていますが、具志頭地

域に「遊具がある公園」を設置する考えはない

のか伺います。

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長
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質問順 10

氏

名
秋 田 一 成

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 東 風 平 運

動 公 園 体

育 館 の 安

全管理・防

災 機 能 の

維持、及び

国 民 ス ポ

ー ツ 大 会

の 誘 致 に

ついて

東風平運動公園体育館は、1987 年（昭和 62 年）

に沖縄で開催された「海邦国体」のハンド 

ボール競技会場として、1985 年（昭和 60 年）に

建設されました。本町のスポーツ振興の象 

徴として約 40 年の歴史を刻んできましたが、町

の「公共施設等総合管理計画」によれば、現 

在の施設の健全度は 100 点満点中「59 点」。特に

「屋根・屋上」および「内部仕上げ」の評価 

は「C」とされており、計画書の上でも「安全上、

機能上、低下の兆しが見られる状態」であるこ 

とが示されています。 しかし、この数値以上に深

刻なのが、現場の雨漏りです。利用者の皆 

さんは長年、雨のたびにバケツを並べ、大量の雑巾

で濡れた床を拭きながら利用している状 

況です。利用者の多くは、雨漏りで濡れた床に足を

とられ、大怪我をしかねない場面を私自 

身も何度も目にし、強い危機感を抱いております。

また、「施設利用料を支払って施設を借り 

ているのに、雨の日は満足に利用することができ

ない」との利用者からの切実な声も聞こえて 

きます。 また、長年の雨漏りが原因で、アリーナ

の床が傷んでいる箇所も見受けられ、雨漏 

りによる二次被害も発生しています。 本施設は町

民の命を守る「指定避難所」でもあります。 

大雨や台風などの災害時、果たして避難所として

本当に機能するのか、いざという時に、町 

民を安心・安全に守ることができるのか心配です。 

以上の現状を踏まえ、以下の点について 

質問いたします。 

町 長 

教 育 長
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質問順 10

氏

名
秋 田 一 成

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 (1) 指定避難所としての改修の優先順位について 

「八重瀬町公共施設等総合管理計画」では、本

体育館の大規模修繕は 2029 年（令和 11 年）

に予定しているとあります。一方で、町の「個

別施設計画」には、施設管理の基本ルールとし

て『指定避難所などの重要施設は優先的に対策

を講じる』と明記されています。健全度 59 

点、屋根評価 C という「安全性の低下」が公

に認められており、雨漏りも激しいことから、

2029 年の大規模修繕を待たず、屋根の緊急修

繕を優先して実施すべきと考えますが、見解を

お伺いいたします。 

 

(2) 国民スポーツ大会の競技誘致について 

令和７年９月定例会で米増議員からも質問が

あったと思いますが、現在、本町への競技誘致

の状況をお伺いします。また補助金について、

県の『国民スポーツ大会開催施設基準等調査業

務報告書』から「施設の老朽化に伴う改修費用

は考慮しない」とありますが、東風平体育館の

屋根の改修費用は補助事業の対象外になると

の認識でよいでしょうか。  

 

(3) ふるさと納税等を活用した財源確保について 

修繕の財源について、本体育館の修繕を目的と

した「ふるさと納税」のメニュー作成や、ガバ 

メントクラウドファンディング（GCF）の実

施、さらには「ネーミングライツ」の導入など、

新たな財源確保の手法を駆使し、緊急を要する

屋根の修繕を優先的に検討することが可能か
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質問順 10

氏

名
秋 田 一 成

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

2. 「 生 涯 学

習・文化振

興 拠 点 施

設」の運営

計 画 と 専

門 ス タ ッ

フ の 配 置

について 

伺います。 

 

八重瀬町生涯学習・文化振興拠点施設は、本町の歴

史・文化を次世代へつなぎ、新たな交流を生み出す

拠点として令和 10 年の完成を予定しています。

建物が形になりつつありますが、町民が最も気に

なっているのは、何ができる場所になるのか、そし

て誰が、どんなサポートで活動を支えてくれるの

かという、実効性のある運営体制です。現在、中央

公民館を担当する社会教育課は、以前のスポーツ

振興課と生涯学習文化課が統合されてできた課で

あり、非常に幅広い業務を担っています。このまま

の体制で巨大な新施設の運営は、現場の職員が

日々の管理に追われ、新しい企画や細かな利用サ

ポートまで手が回らなくなるのではないかと危惧

しております。また、町長がインスタグラムで「e 

スポーツができる施設」と発信したことに、若い世

代が大きな関心を寄せています。しかし、e スポー

ツの設備や機材、新施設の舞台に設置される最新

の音響・照明設備などは、それを使いこなせる専門

の技術スタッフがいて初めて成り立つものです。 

立派な施設はできたが、使い勝手が悪いという事

態を避けるためにも、今から組織のあり方を見直

し、必要な専門人材を確保する準備をするべきだ

と考えます。以上を踏まえ、以下の点について質問

いたします。

 

 

町 長 

教 育 長
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質問順 10

氏

名
秋 田 一 成

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 (1) 担当課の体制と再編について 

新施設の完成後、どの課が運営を担うのでしょ

うか。現在の社会教育課の業務負担を考慮し、

完成に合わせてより専門的に施設運営に集中

できる組織へと再編するお考えはあります 

か。 

 

(2) 専門技術職の確保について 

e スポーツの機材やネットワークトラブルの

解消、および舞台の音響・照明設備を管理操作

できる専門スタッフを採用する計画はありま

すか。 

 

(3) 社会教育主事の配置について 

現在、町職員の中で社会教育主事の資格を持つ

方は何人いますか。また新施設に社会教育主事

を配置する計画はありますか。 

 

(4) 具体的な利用ルールの策定状況について 

町民が利用しやすい料金体系や予約方法、そし

て年間を通したイベント計画など、運営の具 

体的なルール作りは現在どこまで進んでいま

すか。
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質問順 11

氏

名
新 垣 勝 夫

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. RS ウイル

ス ワ ク チ

ン 接 種 に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 第 １ ９ 回

や え せ 桜

ま つ り に

ついて

令和８年度施政方針でこれまでの各種予防接種に

加え、RS ウイルスワクチン接種も定期予防接種に

追加される。引き続き予防接種率の向上を図り、町

民の感染予防及び重症化予防に努めるとあるが、

(1) ～(4)を伺う。 

 

(1) 町民の接種率向上のための施策は。 

 

(2) RS ウイルスワクチンの接種対象者は。 

 

(3) RS ウイルワクチンの副反応については。 

 

(4) 対象者の自己負担金はあるのか、接種に伴う町

の負担額は。 

 

(1) １月２９日から２月８日まで、第１９回やえせ

桜まつりが開催された。まつりに参加された方

から、沖縄県の桜（主にヒカンザクラ・カンヒ

ザクラ）がまだ、２～３分咲き程度で時期が早

いのではないかと言う町民からの意見もあり、

時期を決める根拠、次回からの開催日を変更す

ることは可能か伺う。

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 12

氏

名
金 城 秀 雄

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 国 道 507

号 の 整 備

の 促 進 と

要 請 に つ

いて 

 

 

 

2. 電 柱 の 地

中 化 に つ

いて(国道

331 号 線

沿 い の 電

柱 の 地 中

化字仲座、

与座、安里) 

 

3. 八 重 瀬 町

第3地区農

業 基 盤 整

備 促 進 事

業 に つ い

て 

 

4. 道 路 メ ン

テ ナ ン ス

事 業 に つ

いて

(1) 本町は合併して 20 年を迎えます。沖縄県は国

からの予算が厳しいとの事で国道 507 号の整

備が遅れているとのことです。旧具志頭地域住

民は、早期完成を待ち望んでいます。いままで

の町民説明会での完成図面など、再度国道事務

所の担当者を呼んで今後の方向性を聞きだし、

町としての促進要請はできないか、伺います。 

 

(1) 国がモデル事業として 3 字を対象に指定しま

した。電柱を地下に埋設し、景観が良くなり台

風の影響がないとの住民説明会がありました。

町として、調査から事業終了までの話し合いが

なされたのか、伺います。 

 

 

 

 

(1) 新規事業として八重瀬町第 3 地区における農

道排水路の改修整備事業についての今年度の

取り組みを伺います。 

 

 

 

 

(1) 橋梁長寿命化計画に基づき、字与座東線函梁の

修繕工事やギーザ線など、3 橋梁の修繕設計を

取り組むとのことですが、事業の設計から事業

完成までの期間を伺います。

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 13

氏

名
永 山 清 和

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 「 施 政 方

針にある」

地 域 の 在

り方の「理

念」をどの

よ う に 推

進するか

令和 8 年度の施政方針において 

1.「誰もが健やかに暮らすまち」 

3.「豊かな学びのあるまち」 

4.「人がつながり活かし合うまち」 

5.「発展の基盤を備えたまち」の各項目の中で、 

・「地域住民を主体として、結の心で支え合うふれ

あいまちづくり」 

・「自助・互助・共助・公助」 

・「障がい者と共に暮らし、支え合う町づくり」 

・「地域コミュニティの活性化」 

・「地域全体で子供たちの学びと成長を支える取

組」 

・「多様な価値観を認め合う社会の実現、すべての　

人の人権を尊重し、共に活かし合いながら活躍

できる地域づくり」 

・「町民主体の協働のまちづくり」 

・「持続可能なまちづくり」 

・「自助・共助・公助の取り組み推進」 

といった文言が多く掲げられております。 

そのような中で、国・県・市町村からは、 

・地域共生社会の実現 

・災害時要支援者支援 

・自主防災組織の育成 

・防災士育成 

・高齢者の見守り 

・障がい者の地域生活支援 

・青少年健全育成 

など、多くの機能、難題がが地域に投げかけられて

おり、果たして、地域自治会が町の施政方針通りの

動きができるのか不安であります。

町 長 

教 育 長
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質問順 13

氏

名
永 山 清 和

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 理念としては、私は大いに賛同するものであり、私

自身も「地域の発展があってこそ町の発展がある」

と考える一人であります。 

しかしながら、現場である地域自治会の実情はど

うでしょうか。 

・高齢化率の上昇 

・少子化の進展 

・自治会加入率の低下 

・自治会財政の悪化 

・役員のなり手不足 

・民生委員、児童委員の担い手不足 

・地域行事の縮小や廃止 

など、こうした状況が現実として進行しておりま

す。 

そこで、以下の事についてお聞かせ下さい。 

 

(1) 地域コミュニティの活性化を掲げております

が、自治会加入率の推移と支援策、自治会財政

状況の把握、役員・民生委員のなり手不足への

具体的対策などはどうなっていますか。 

 

(2) 地域福祉の推進や高齢者福祉の推進において、

「自助」や「互助」が何故必要なのかが周知さ

れ、それをどの様に醸成し、取り組んでいるの

でしょうか。
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質問順 13

氏

名
永 山 清 和

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 (3) 「活性化を支援する」「持続可能なまちづくり

を目指す」との文言について、具体的に財政支

援の拡充、人的支援（地域担当職員配置等）、

事務負担軽減策（DX 支援等）を検討していま

すでしょうか。 

 

(4) 防災分野においても「自助・共助・公助」が強

調されておりますが、自主防災組織（地域自治

会）の高齢化や担い手不足の中で、行政が直接

関与する体制強化は検討していますでしょう

か。 

 

(5) 地域に期待することは重要であります。しか

し、地域が疲弊すれば、町の基盤そのものが弱

体化します。「地域に任せる町」から「地域を

どのように支えるのか」が行政には問われてい

るのではないでしょうか。その他具体的な施策

があればお聞かせ下さい。
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質問順 13

氏

名
永 山 清 和

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 2. 「 自 主 防

災組織」の

現状と「防

災士」の育

成 は ど う

な っ て い

るか

「八重瀬町地域防災計画」には、「自主防災組織」

の育成は、自分達の地域は自分達で守ろうという

精神に基づき、地域住民が自主的に防災活動を行

う体制を確率することが重要で、自主防災活動を

より効果的に行うためには、地域ごとに住民が連

帯して自主防災組織を結成し、日頃から訓練を積

み重ねておく必要がある。このため、町は、地域住

民などによる「自主防災組織」の設置を積極的に推

進し、その育成強化を図る。と掲載されているが、

現状についてお聞かせ下さい。また、本町では「防

災士」の資格取得に対する助成制度を実施してい

るが現状はどうなっていますでしょうか。 

 

(1) 「自主防災組織」「防災士」は増えましたか。 

 

(2) 県内で「防災士」の資格取得はできますか。 

 

(3) 「自主防災組織」育成のためにも、区長・自治

会長に対しては全額補助すべきだと思います

がどうでしょうか。

町 長 

教 育 長
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質問順 13

氏

名
永 山 清 和

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 3. 謝 花 昇 の

生 誕 日 を

「 八 重 瀬

町 教 育 の

日」に

沖縄県では、学力問題や家庭教育の推進等、教育を

取り巻く様々な課題を克服し、「美ら島」おきなわ

を想像する人材を育成するためには、県民の教育

に対する関心と理解を深めるとともに、学校・家

庭・地域社会の相互の連携及び協力のもと、本件教

育の充実と発展を図る必要があるため 11 月 1 日

を「美ら島おきなわ教育の日」と定めております。 

 

また、県内各市町村ごとに「教育の日」を制定し、

こども園や小中学校で公開保育・公開授業がおこ

なわれたり、幼児・児童生徒への表彰、教育に関す

る講演会が行われています。 

　市町村では、11 月前後や２月前後に行われ、お

隣の糸満市では１月 10 日（いとまんの日）を「糸

満市教育の日」としているようです。 

 

(1) 昨年の 9 月 28 日には、謝花昇生誕 160 周年事

業を実施しましたが、謝花昇先生を顕彰する事

業を毎年実施できる事から、この 9 月 28 日を

「八重瀬町教育の日」に制定すべきだと考えま

すが如何でしょうか。

教 育 長
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質問順 14

氏

名
米 増 雄 二

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 学 校 施 設

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 八 重 瀬 町

姉 妹 都 市

交 流 事 業

について 

 

 

 

3. 八 重 瀬 町

施 設 維 持

管 理 に つ

いて

小中学生の水分補給は、基本的に各自が水筒を持

参して対応していますが、足りなくなった場合や

忘れた場合には、学校に設置されている冷水器を

利用していると思います。しかし、具志頭小学校で

は冷水器が体育館に１台のみと聞いており、保護

者から「数が足りないのではないか」との声があり

ました。そこで伺います。 

 

(1) 冷水器の設置台数を増やし、各階に設置するこ

とはできないか。 

 

(2) 町内の各小中学校の冷水器の設置状況につい

て伺う。 

 

(1) 現在、八重瀬町と香南市では姉妹都市交流とし

て、職員の交換事業や小学生の交流が行われて

います。そこで、町内でスポーツを頑張ってい

る児童を対象に、少年野球などスポーツを通し

た交流事業を新しく行うことはできないか伺

います。 

 

(1) 具志頭パークゴルフ場は、2023 年にオープン

して以来、多くの町内外の方が利用し、健康づ

くりの場として親しまれています。また、県大

会なども開催される素晴らしい施設となって

います。その周囲には散歩コースもあります

が、一部で地面の中央に亀裂が入り、崖側へず

れている箇所があります。安全のため、早めに

確認し補修することはできないか伺います。

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

教 育 長
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質問順 14

氏

名
米 増 雄 二

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 4. 国 道 331

号 線 の 安

全 に つ い

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 動 物 愛 護

事 業 に つ

いて

(1) 今年１月、午後６時ごろ、八重瀬町文化財「ふ

く木並木」付近の国道３３１号線で死亡事故が

発生しました。以前から「夜になると暗く危険

だ」という声もあります。また、ふく木並木側

からの車の合流もあり、運転する人にとって注

意が必要な場所だと思います。国道のため町の

管理ではありませんが、安全対策について管理

者と話し合いを行うことはできないか伺いま

す。また、カーブ部分に横断歩道が設置されて

いますが危険だと感じています。撤去など安全

面の見直しはできないか伺います。 

 

現在、ふるさと納税を活用し町内の保護団体へ補

助を行い、さくらねこ事業などの動物愛護活動を

行っていると認識しています。一方で、団体に所属

せず個人で保護活動を行っている方もいると聞い

ています。個人での活動は負担も大きく、支援を求

める声もあるようです。しかし、ふるさと納税とい

う公的な財源を活用していることから、支援の公

平性や透明性を確保することも重要であると考え

ます。そのため、個人活動者については既存団体と

連携して活動していただく仕組みや、新たな団体

として活動していただくなど、町として支援のあ

り方を整理する必要があるのではないかと考えま

す。 

 

(1) 現在、町として個人で保護活動を行っている方

の状況を把握しているか伺います。

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 14

氏

名
米 増 雄 二

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 (2) 個人活動者への支援について、どのように考え

ているか伺います。 

 

(3) 個人で活動している方が既存団体へ参加する、

または新たな団体を立ち上げ補助対象となる

よう支援する考えはないか伺います。
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質問順 15

氏

名
神 谷 清 一

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 里 道 の 管

理 と 整 備

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 志 多 伯 外

敷 原 の 土

砂 く ず れ

地 域 の 農

用 地 除 外

の 進 捗 状

況 と 今 後

の 対 策 に

ついて

(1) 字志多伯５６番地の上にある里道は、以前は地

域の大きな行事であるウマチーの時に使用さ

れていた里道であるが、土砂崩れ等により部分

的に崩落し利用できない状況にある。自治会か

らこれまでに何回も整備を求める陳情や要請

がされてきたが、該当する補助事業がないとし

て放置されてきた。しかし、この里道は法定外

公共物として町に管理責任があることは明白

である。大雨や土砂くずれによって破損した里

道は、町の責任で整備すべきであり、里道周辺

の地権者の不安と被害を軽減するために早急

に取り組む考えはないか。 

 

(2) 旧東風平町の時に、第一団地の住宅のすぐ後ろ

が傾斜地になっている場所で、崩れる心配があ

るとして整備を求める要請がだされたが、そこ

に町の里道があったので単独予算で１千万円

以上かけて擁壁などを整備した事例があると

記憶しているが、確認はできないか。 

 

(1) 関係地権者からの除外申請の状況と県での審

査状況はどうなっているか、いつ頃までに結論

はでるのか。 

 

(2) 被害を受けている農家の方や関係地権者と町

はどのように協議しているのか。町としての今

後の方針はあるのか。

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 15

氏

名
神 谷 清 一

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 3. 昨 年 の １

２ 月 議 会

で 質 問 し

た 件 の 進

捗 状 況 と

今 後 の 方

針は 

 

4. 施 政 方 針

について

(1) ギーザーバンタの道路の整備と安全対策。 

 

(2) 具志頭小学校の校歌の歌詞の検証について、学

校の教職員や生徒、地域、同同会などへのアン

ケートの実施はできないか。校歌の検証委員会

（仮称）を設置し、関係機関で協議できないか。 

 

 

(1) 令和８年度の放課後児童クラブの待機児童数

と対策は。 

 

(2) 児童館機能の拡充と放課後こども教室の内容

は。 

 

(3) 東風平団地の建設に向けて実施設計に入ると

あるが、具体的な内容と方針は確定したのか。

児童館との複合施設は検討したのか。

町 長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

町 長


